
形成的評価のための項目 研修前
研修
終了時

指導医
記入欄

１． 皮疹を正しく記載できる。

２． 皮膚科治療 (内服、外用) を行える。

３． 創傷処置 (局所処置) ができる。

４． 代表的皮膚科疾患の知識を理解し、経験する。

５． 皮膚科検査法 (細菌、真菌) をできる。

６． 表皮縫合、真皮縫合ができる。

a=十分できる b=できる c=要努力 (3段階評価) / ?=評価不能

皮膚科

１）研修スケジュール

３）経験できる疾患や手技

２）皮膚科における形成的評価のための項目

当科で学ぶこと
・皮膚病変の適切な形態学的観察と記載法
・皮膚科外来疾患や入院コンサルト皮膚疾患
・病理組織検査・診断
・細菌検査、真菌学的検査、ウイルス検査
・パッチテスト、プリックテストなどのアレルギー検査
・外用療法、局所麻酔法、切開、排膿、皮膚縫合法
・局所療法治療薬 (軟膏など) などの治療法
・緊急を要する皮膚疾患の対応 (急性感染症、重症薬疹)
・皮膚腫瘍患者の外科的治療、術後処置
・皮膚悪性腫瘍患者の化学療法、免疫療法

土
8：30～

病棟処置

金
9：00～

外来補助

木

火
8：00～8：30 13：30～

ﾓｰﾆﾝｸﾞｹｰｽｶﾝﾌｧﾚﾝｽ 総回診、病理組織検討会、カンファレンス

手術日/外来補助

手術日/外来補助

水

月
9：00～

外来補助



皮膚科

６）自由記載欄（研修について要望などがあれば記載してください）

５）事前アンケート
１．将来希望診療科があれば教えてください。

（内科に関連ある皮膚疾患を経験したい、外科的治療に興味があるなど）

２．皮膚科研修で経験したい症例、マスターしたいことがあれば教えてください。

３．重点的に学びたい分野があれば、〇を記載してください。（自由記載です）
外来・手術・病理・検査

４）推薦書籍

研修医氏名 ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

難易度★
コメント
学生から研修医、
専門医まで使用
できる皮膚科
教科書。

難易度★
コメント
多くの皮膚疾患
がわかりやすい
写真がついて
説明がある。

難易度★★
コメント
皮膚科外来での
診療時に役に立つ
教科書。具体的な
処方例などが書い
てある。

7）研修終了時、指導医との振り返り（必ず記載し指導医がセンターに提出）

できるようになったと思うこと（研修医記載） 不十分だったと思うこと（研修医記載）

できていると思うこと（指導医記載） 今後頑張ってほしいこと（指導医記載）

今後具体的にどんなことに注意して研修をしたいか ～次へのアクションプラン（研修医記載）

指導医氏名（押印可） ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿


